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白羽弥仁カメラと文
< 映画監督〉

ウ
デ
イ
・
ア
レ
ン
の
「
ア
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
」
（
刀
）

中
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
、
西
海
岸
嫌
い
の
ア
レ
ン
を
カ

プ
リ
オ
レ
に
乗
せ
て
ロ
ス
を
案
内
す
る
友
人
が
言
う
。

「
こ
の
隣
が
ヒ
ュ
ー
・
ヘ
フ
ナ
ー
の
家
で
、
ジ
ャ
グ

ジ
ー
・
バ
ス
が
あ
っ
て
、
ホ
ン
モ
ノ
の
プ
レ
イ
ボ
ー

イ
・
マ
ガ
ジ
ン
の
モ
デ
ル
の
．
た
ち
と
一
緒
に
入
れ

る
ん
だ
」

ア
レ
ン
は
特
に
興
味
が
な
さ
そ
う
な
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
を
す
る
。
映
画
の
冒
頭
で
、
本
人
が
「
僕
の
人
生

観
」
と
し
て
、
「
人
生
は
短
く
、
惨
め
で
、
寂
し
い
Ｌ

と
か
「
女
性
観
Ｌ
と
し
て
「
私
を
会
員
に
す
る
ク
ラ

ブ
に
は
入
り
た
く
な
い
Ｌ
と
の
た
ま
う
。
「
プ
レ
イ
ボ

ー
イ
・
マ
ガ
ジ
ン
の
モ
デ
ル
の
．
Ｌ
と
い
う
の
は
、

ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
の
平
均
的
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド

リ
ー
ム
と
で
も
い
お
う
か
、
そ
う
い
う
わ
か
り
や
す

い
快
楽
主
義
は
カ
ッ
ペ
の
発
想
だ
と
ア
レ
ン
は
言
い

た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ア
レ
ン
と
い
う
映
画
監
督
は
、

僕
の
お
手
本
で
あ
り
憧
れ
の
人
な
の
だ
が
、
僕
な
ん

か
精
神
的
に
ま
だ
ま
だ
「
わ
か
り
や
す
い
快
楽
主
義

者
」
の
域
を
出
な
い
若
造
で
、
ヒ
ュ
ー
・
ヘ
フ
ナ
ー

と
か
ボ
ブ
・
グ
ッ
チ
ョ
ー
ネ
に
弟
子
入
り
し
た
い
と

ず
っ
と
思
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
。

僕
の
こ
の
コ
ラ
ム
も
、
月
刊
神
戸
っ
子
に
お
け
る

プ
レ
イ
ボ
ー
イ
・
マ
ガ
ジ
ン
で
い
う
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
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甲Ｆｒ
＝

（＝ザＩｰ 二

ｌ
ル
ド
の
役
目
を
果
た
し
て
き
た
と
勝
手
に
自
負
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
め
で
た
く
最
終
回

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
登
場
い
た
だ
い
た

方
々
の
ベ
ス
ト
・
シ
ョ
ッ
ト
を
お
送
り
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。
よ
く
訊
か
れ
た
こ
と
な
の
で
最
後
に
お
答

え
し
て
お
き
ま
す
が
、
こ
こ
に
登
場
し
て
頂
い
た
方

々
と
２
月
号
ま
で
の
私
の
駄
文
の
内
容
と
は
一
切
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
で
す
。

◆

「
ア
ニ
ー
・
小
ｌ
ル
」
の
ラ
ス
ト
、
恋
人
に
ポ
イ

さ
れ
た
ア
レ
ン
は
、
自
分
の
経
験
を
元
に
害
い
た
戯

曲
を
上
演
す
る
。
そ
の
芝
居
の
ラ
ス
ト
は
、
実
際
と

は
逆
で
、
｜
日
一
は
男
を
捨
て
た
女
が
戻
っ
て
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
女
は
「
待
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
あ

た
し
に
は
あ
な
た
が
必
要
な
の
」
と
、
男
に
す
が
る

の
だ
。
ア
レ
ン
は
、
「
せ
め
て
自
分
の
作
品
ぐ
ら
い
理

想
通
り
に
と
思
っ
て
ね
」
と
言
う
。
昔
こ
の
映
画
を

一
緒
に
観
て
い
た
女
の
．
が
こ
の
シ
ー
ン
で
爆
笑
し

な
が
ら
僕
に
言
っ
た
。
「
あ
な
た
み
た
い
ね
。
あ
な
た

の
映
画
も
こ
う
じ
ゃ
な
い
」

多
分
、
僕
は
次
の
映
画
も
「
さ
さ
や
か
な
理
想
Ｌ

を
こ
め
て
つ
く
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
ヒ
ュ
ー

・
ヘ
フ
ナ
ー
か
ら
遠
く
離
れ
て
。
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1 9 9 4 2 . 1神戸文化ホール
第３回神戸声楽コンコルソ受賞者発表会

主催・ザコウベライブソサイティ

最優秀者賞
特別賞

〃

コンドル賞
〃

繁田千都子
小西潤子
島田美恵子
藤原道代
春日雅子

コンドル賞
入選

〃

中西幸子賞
戊′

角野芳子
福田多香
清本梨花子
上原美由紀
天野真希

審査委員長
審査委員

小笠原暁
田原祥一郎
松本幸三
小村亮三
田淵幸三

入場料と寄附金は、中国、ロシア
の領事館に寄附しまじた。

勢 荊蹴
１ヶ月分(':勘￥３，８００ 特価

中国の国営整蝉場の女王蜂の精を国営工場で造った、
たしかな品物､ 然も低価格。

1９９４年５月末
THEＯＰＥＮ
ご注文の方に
｢ めざし｣ －袋
進呈（送料共）

天津医学院生理学教授推薦書
日本の奉仕団体ザコウベライブソサイティの主宰者中西健二氏は中国

の恵まれない子供達を救う国家運動の「希望工程」に神戸で一年間４回以上の
音楽、コンサートを開催して、その入場料、寄付金等の全額を協力していただ

その中西氏が中国養蜂場で造ったローヤルゼリーを加工して栄養補助食品に
したものを安価で日本人の健康維持に供される事となりました。
ローヤルゼリーには良質のたんぱく質、必須アミノ酸、各種ビタミン類がバ

ランス良く含まれており、中国では古来より愛好されています。特に滋菱強壮、
又美容、虚弱体質、神経質、慢性病等に効果的な栄養補助食品です。

総読元。' ・ｲ ｬ ﾙ ゴー ' ‘『…天率静熱…擁申唾任

鷲鴬Ｉ撒撫堂嫌憾中国国営天津中央滋補剤工場

一度ステージで唄ってみ瓢
カラオケコンクール(賞金付）

５月11日(水)神戸文化ﾎｰﾙ６時開演
演歌・シャンソン・ポピュラー・日本の歌
入場料1 , 5 0 0 円（前売券）
〃2 , 0 0 0 円（当日券）

参加費入場券二枚共5 , 0 0 0 円

☆お申込は残り8名で締切り:ノ、お急ぎ下さい。

THEKOBELIVE SOCｴTＹ
ザコウベライ ブソザイテイ

音楽でのボランティア活動・奉仕団体

〒6 5 1 - 1 1 神戸市北区鈴閏台南町６－１３－５
T E L（0 7 8）5 9 1 - 1 3 3 8 ＦＡＸ（0 7 8）5 9 4 - 8 3 6 3
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ツ
ト
ロ
ー
ド
か
ら
一
寸
っ び

動
物
園
】

ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
７
ド
ル
（
約
捌
円
）

ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
３
ド
ル
（
約
如
円
）

キーパーに体を洗ってもらうゾウ

【
年
中
無
休
、
の
び
の

入
園
料
大
人
シ
ン

小
人
シ
ン

開
園
時
間
年
中
無
休

平
日
８
時
釦
分
１
超
時

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
動
物
園
は
記
万
㎡
。
上
野
の
２
倍
、
神

戸
の
姻
倍
、
動
物
を
濫
に
閉
じ
こ
め
な
い
オ
ー
プ
ン
型
式

の
自
然
動
物
園
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
広
い
園
内
全
て

歩
い
て
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
職
業
柄
、
じ
っ
く
り
見

て
い
た
ら
と
て
も
１
日
で
は
見
て
回
れ
な
い
。
園
内
を
ト

レ
ー
ラ
ー
カ
ー
が
一
周
し
て
お
り
好
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
乗

り
降
り
で
き
る
。

．

市
内
中
心
部
オ
ー
チ
ャ
ー

一
駅
乗
っ
て
み
た
ら
、
広
い

緑
に
囲
ま
れ
た
動
物
舎
が
流

れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
左
に

見
え
る
の
は
テ
ナ
ガ
ザ
ル
。

そ
し
て
南
米
の
ク
モ
ザ
ル
、

さ
ら
に
キ
ツ
ネ
ザ
ル
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
う
っ
と
り
。
最
初

の
ポ
イ
ン
ト
で
下
車
尋
暫
く

歩
い
て
び
っ
く
り
、
「
ま
っ
黒

の
ゾ
ウ
や
／
、
な
ん
と
長
い

毛
の
ゾ
ウ
で
は
な
い
か
″
」

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ゾ
ウ
は
少

し
小
さ
い
こ
と
は
知
っ
て
い

日
曜
日
８
時
釦
分
ｌ
把
時
帥
分

ヤ
ー
ド
ロ
ー
ド
と
交
差
す
る
、
ス

寸
つ
と
入
っ
た
ホ
テ
ル
を
出
発
、

北
西
へ
約
妬
分
、
フ
リ
ー
ウ

ェ
イ
だ
か
ら
Ⅷ
キ
ロ
で
ぶ
つ

と
ば
す
。
９
割
が
日
本
車
、
新

車
は
自
家
用
で
営
業
車
は
と

て
も
古
い
か
ら
お
ど
ろ
き
。

広
大
な
公
園
の
中
に
あ
る

動
物
園
、
も
う
多
勢
の
入
園

者
た
ち
で
賑
っ
て
い
た
。
力

｝
－
ド
チ
ケ
ッ
ト
を
買
い
、
自

ゾ躍
動
改
札
機
を
通
る
。
職
員
の

季
姿
が
見
え
な
い
。
自
動
発
売

イラ
の
キ
ッ
プ
を
手
で
も
ぎ
と
り

入
園
し
て
貰
う
神
戸
が
は
ず

か
し
か
っ
た
。

ト
レ
ー
ラ
ー
カ
ー
に
乗
る

も
歩
く
も
自
由
。
と
に
か
く

た
が
、
こ
れ
ほ
ど
黒
い
と
は
驚
く
ば
か
り
、
カ
ラ
ー
写
真

で
見
て
貰
え
な
い
の
が
、
こ
の
稿
で
は
し
ご
く
残
念
。
ｍ

お
う
が

頭
の
ゾ
ウ
が
次
々
横
臥
し
て
キ
ー
パ
ー
に
線
コ
シ
ノ
、
洗
っ

て
貰
っ
て
い
た
が
、
順
番
が
あ
っ
て
、
大
人
の
ゾ
ウ
を
洗

っ
て
か
ら
子
ゾ
ウ
を
次
々
プ
ー
ル
か
ら
上
陸
さ
せ
る
。
体

中
、
足
の
裏
、
お
尻
と
、
「
も
う
い
い
ゾ
ノ
」
と
言
わ
れ

て
も
な
か
ノ
ー
、
立
ち
上
ら
な
い
ほ
ど
気
持
ち
よ
さ
そ
う
で

あ
っ
た
。

【
動
物
の
エ
サ
時
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
表
】

９
時
釦
分
、
ア
シ
カ
と
ペ
ン
ギ
ン
。
９
時
妬
分
、
カ
ワ

ウ
ソ
。
加
時
訓
分
、
コ
ビ
ト
カ
バ
。
ｎ
時
、
ナ
イ
ル
カ
バ
。

ｎ
時
妬
分
、
ア
シ
カ
と
ペ
ン
ギ
ン
。
１
時
５
分
、
カ
ワ
ウ

ソ
。
１
時
別
分
、
ア
フ
リ
カ
ラ
イ
オ
ン
。
１
時
釦
分
隷
シ

ロ
サ
イ
。
２
時
、
コ
モ
ド
ト
カ
ゲ
。
２
時
如
分
、
ト
ラ
。

５
時
妬
分
、
ゾ
ウ
。
と
い
う
ふ
う
に
人
気
の
動
物
は
入
園

者
を
集
め
エ
サ
や
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
見
せ
て
い
る
。

「
宍
戸
君
、
サ
イ
ド
リ
や
／
、
」
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真
で
見
ま
し
た
が
実
物
初
め
て

【
各
所
に
雨
と
猛
暑
の
避
難

シ
ェ
ル
タ
ー
】

も
の
す
ご
い
広
さ
の
飼
育

舎
を
全
速
力
で
駈
け
回
る
リ

カ
オ
ン
を
見
た
た
私
ち
。

「
本
物
や
／
●
」
と
、
こ
こ
で
も

足
止
め
を
く
ら
っ
た
。
さ
ら

に
驚
い
た
の
に
は
激
し
い
ス

コ
ー
ル
が
１
１
２
回
降
る
こ

と
。
猛
烈
に
暑
い
か
ら
園
内

シフゾウ

水
族
館
の
大
水
槽
よ
り
遥
か

に
巨
大
な
冷
房
飼
育
の
ペ
ン

ギ
ン
舎
に
は
言
葉
が
出
な
く

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
赤
道

直
下
の
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

舎
、
ガ
ラ
ス
張
り
水
槽
も
す

ご
か
っ
た
。

生
い
茂

小
学
生
、
幼
稚
園
の
遠
足
、
家
族
連
れ
、
観
光
客
、
ｍ

時
に
は
ど
っ
と
増
え
た
が
、
私
の
見
た
限
り
、
大
声
で
呼

ん
だ
り
、
手
を
た
た
い
た
り
す
る
人
を
見
か
け
な
い
。
ま

し
て
や
投
石
や
、
食
物
を
与
え
る
な
ど
全
く
な
い
。
園
内

が
き
れ
い
な
の
に
も
、
生
活
習
慣
の
ち
が
い
が
あ
る
。
芝

生
に
座
り
こ
ん
で
ベ
ン
ト
ウ
を
食
べ
る
な
ん
て
一
人
も
い

な
い
。
園
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
１
カ
所
。
フ
ー
ド
・
ド
リ

ン
ク
・
キ
オ
ス
ク
が
７
カ
所
あ
っ
て
テ
ー
ブ
ル
で
飲
食
し

と
近
づ
い
て
こ
な
い
。

サ
イ
の
口
元
か
ら
茸
、
背
中
に
遠
慮
な
く
と
ま
っ
て
つ

つ
く
サ
イ
ド
リ
。
決
し
て
飼
育
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

野
生
の
サ
イ
ド
リ
だ
か
ら
う
ら
や
ま
し
い
。
キ
リ
ン
、
カ

モ
シ
カ
類
の
エ
サ
は
高
く
吊
し
て
あ
り
、
い
く
ら
入
園
者

が
立
ち
止
っ
て
も
決
し
て
我
々
の
方
に
「
何
か
下
さ
い
」

て
い
る
。
ガ
ム
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
も
っ
て
の
ほ

か
の
お
国
柄
に
ほ
と
ノ
、
感
心
の
連
続
。
赤
道
直
下
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
フ
ェ
ン
ス
も
す
ぐ
緑
が

で
す
Ｉ
」

「
亀
井
さ
ん
、
絵
本
や
写

ジュロンパードパークのモノレール

っ
て
隠
し
て
し
ま
う
。

アフリカ産のリカオン

動物ものしり百科

9３

☆野性動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体敦な
どをお答えします。

☆相談に来た方に､ ｢ 動物も
のしり百科」をさしあげ
ます。シリーズで薬めて
下さい。
●日頃日と祝日のみ
●１０：００～１１：３０，１３２３０
～１５２００

④動物科学資料館内

. 蝿坊さ野土l Ｉ

に
は
加
力
所
以
上
も
ク
ー
ラ
ー
の
あ
る
シ
ェ
ル
タ
ー
が
あ

り
、
各
所
に
標
識
が
あ
っ
た
。
中
国
系
の
学
童
に
英
語
名

を
教
え
て
い
る
女
教
師
。
翌
日
行
っ
た
世
界
一
の
ジ
ュ
ロ

ン
バ
ー
ド
パ
ー
ク
で
は
ボ
タ
ン
を
押
す
と
日
本
語
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
る
親
切
。

王
子
動
物
園
科
学
資
料
館
特
別
展
担
当
の
宍
戸
正
芳
君

と
２
人
旅
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
動
物
園
と
ジ
ュ
ロ
ン
バ
ー
ド

パ
ー
ク
を
見
学
取
材
に
出
か
け
た
の
は
３
月
坊
日
か
ら
４

日
間
。サ

イ
チ
ョ
ウ
類
妬
種
、
カ
ン
ム
リ
バ
ト
３
亜
種
。
さ
ら

に
論
あ
の
絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
エ
ト
ピ
リ
カ
ｍ
数
羽
が
水

中
を
潜
り
空
に
朔
ぶ
水
槽
に
続
い
て
、
日
本
で
は
話
題
に

な
っ
て
い
る
白
浜
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
や
名
古
屋

こども動物園相談コーナー

鶏‘‘
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中
で
印
象
に
残
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

り
で
す
の

ｌ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
な
さ
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
Ｊ
Ｃ
Ｉ
は
九
十
四
カ
国
三
十
六

万
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お

神
戸
Ｊ
Ｃ
の
今
年
度
の
最
大
の
事
業

で
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（
国
際
青
年
会
議
所
）

世
界
会
議
神
戸
大
会
が
十
一
月
に
開
催

さ
れ
る
。
先
月
号
よ
り
始
ま
っ
た
「
Ｊ

Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
神
戸
大
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
」
の
第
二
回
目
で
あ
る
今
回
は
、

主
に
渉
外
活
動
を
担
当
さ
れ
て
い
る
世

界
会
議
副
実
行
委
員
長
の
土
城
敏
彦
さ

ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

遥璽、
１９９８にｌＫＣｑｎＪ心R L D にC u l 駅凹ｇ
耐Z C O L D [ N A N N l V m S A m f O r l q

J c l 世界会: 農神戸大会
1 9 9 4 年1 1 月1 0 日～2 0 日

●
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
神
戸
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
八
２
Ｖ

触
れ
合
う
中
で
友
情
を

言
葉
の
違
い
を
越
え
て

八
世
界
会
議
副
実
行
委
員
長
Ｖ

土
城
敏
彦｢ 今大会は目標ではなく、きっかけに」と土城敏彦さん。

り
、
そ
れ
を
Ａ
ア
フ
リ
カ
、
Ｂ
ア
ジ
ア
、

Ｃ
ア
メ
リ
カ
、
Ｄ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
の
四
つ

の
エ
リ
ア
に
分
け
て
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
そ
の
エ
リ
ア
を
メ
ン
バ
ー
で
手
分
け

し
て
ま
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
今
年

だ
け
で
も
す
で
に
十
二
、
三
カ
国
を
ま

わ
り
ま
し
た
。
海
外
で
は
、
東
京
や
京
都

に
比
べ
る
と
、
ま
だ
神
戸
の
知
名
度
が

低
い
の
で
、
ま
ず
、
神
戸
と
い
う
街
を
知

っ
て
貰
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

国
内
は
、
＋
地
区
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
で
地
区
大
会
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
大
会
を
回
っ
て
世
界
会
議

神
戸
大
会
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。
国

内
で
は
、
神
戸
と
い
う
の
は
と
て
も
反

応
が
い
い
で
す
ね
。
自
然
環
境
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
が
素
晴
ら
し
い
で
す
か
ら
。

ｌ
神
戸
Ｊ
ｃ
の
メ
ン
バ
ー
の
様
子
は

い
か
が
で
す
か
。

皆
忙
し
く
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
よ
。

俳
陸
国
身
が
感
じ
る
こ
と
な
ん
で
す
が
、

忙
し
い
中
で
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
と
、
時
間
の
使
い
方
や
、
会
議

の
進
め
方
が
う
ま
く
な
り
ま
す
ね
。
我

々
は
、
「
奉
仕
・
友
情
・
修
練
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
確

以
前
、
香
港
で
の
大
会
に
参
加
し
た

時
、
各
国
の
メ
ン
バ
ー
と
の
セ
ミ
ナ
ー

で
ゲ
ー
ム
を
し
た
ん
で
す
。
全
く
言
葉

が
通
じ
な
い
者
同
士
が
、
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
触
れ
合
う
中
で
友
情
を
感
じ
る
様

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
神
戸
大
会
の
開

催
に
あ
た
っ
て
、
百
十
カ
国
二
万
人
の

メ
ン
バ
ー
が
来
神
し
ま
す
。
そ
の
方
々

歓
喜
の
涙
が
出
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

↓ ぱ
響
く
と

ｌ
最
後

次
回
の
開

で
す
が
、

が
り
が
出
来
る
ん
で
す
。

じ
て
頂
け

ベ
ン
シ
ョ

の
神
戸
を

役
に
な
れ

の
大
会
は

糧
に
更
に

生
み
出
し

と
思
い
ま 界

会
議
神
戸
大
会
へ
の
活
動
の

一
九
九
一
年
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
で

か
に
修
練

ま
し
た
れ
。
今
大
会
が
終
了
し
た
時
も

と
で
、
私
が
感
じ
た
よ
う
な
友
情
を
感

と
神
戸
市

に
か
け
る
思
い
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

み
が
出
て
く
る
活
動
で
す
ね
。

て
、
メ
ン
バ
ー
は
色
々
な
職
種
の
集
ま

の
は
不
思
議
な
魅
力
が
あ

１
９６
１Ｊ

Ｃ
と
い
う

っ
て
、
打
て

催
地
が
神
戸
に
決
定
し
た
ん

そ
の
時
は
感
激
し
て
涙
が
出

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

た
ら
と
思
い
ま
す
ね
。
コ
ン

ン
都
市
、
国
際
都
市
と
し
て

認
識
し
て
い
た
だ
く
火
付
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

、
目
標
で
は
な
く
、
そ
れ
を

発
展
し
、
前
向
き
に
何
か
を

て
い
く
き
っ
か
け
に
し
た
い

す
。 民

の
皆
さ
ん
が
触
れ
合
う
こ

で
、
仕
事
以
外
で
の
横
の
繋

に
、
土
城
さ
ん
の
神
戸
大
会

い
う
か
、
や
れ
ば
や
る
程
深
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加神戸
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神戸総合運動公園ＴＥＬ（0 7 8 ）7 9 5 - 5 1 5 1

S f q d i U m
６
月
茄
日
（
日
）

全
日
本
ｖ
ｓ
キ
ュ
ー
バ
（
予
定
）

６
月
釦
日
（
木
）

日
米
大
学
野
球 １４:００

１３:００

１８:００

１８:００

１８:００

１５:００

１５:００

１３:００

１８:００

１５:００

１３:0０

４月９日

１０日

１９日

２０日

２１日

５月３日

４日

５日

６日
７日

８日

(土）
（日）
（火）
（水）
（木）
(火・祝）
(水・体）
(木・祝）
（金）
(土）
(日）

オリックスＶＳ･ ダイエー

オリックスＶＳダイエー

オリックスｖｓロッテ

オリックスｖｓロッテ

オリックスｖｓロッテ

オリックスｖｓ近鉄

オリックスｖｓ近鉄

オリックスｖｓ近鉄

オリックスｖｓ日本ハム

オリックスＶＳ日本ハム
オリックスｖｓ日本ハム
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二
十
五
歳
前
後
の
若
者
が
主
だ
が
、
も
ち
ろ
ん

彼
ら
も
仕
事
を
持
ち
、
大
会
の
練
習
が
で
き
る

の
は
夜
八
時
を
ま
わ
っ
て
か
ら
。

火
事
を
消
す
た
め
に
実
際
行
う
こ
と
、
ホ
ー

ス
を
伸
ば
し
、
火
を
消
し
、
確
認
し
、
ホ
ー
ス

を
直
す
。
そ
の
作
業
を
一
チ
ー
ム
四
人
で
い
か

に
機
敏
に
間
違
わ
ず
に
行
う
か
が
競
わ
れ
る
。

ホ
ー
ス
が
き
ち
ん
と
伸
び
て
い
な
か
っ
た
り
、

整
列
し
た
時
、
一
定
の
角
度
で
つ
ま
先
が
開
い

て
い
な
か
っ
た
り
、
そ
ん
な
細
か
な
点
が
減
点

対
象
と
な
る
。
「
頭
で
考
え
る
な
／
，
体
で
覚
え

る
／
・
」
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
消
防
署
員
の
厳

零

今
回
有
馬

◎鋤
支
団
の
団
員

》
た
ち
は
六
月

チ山
五
日
に
催
さ

蕊
れ
る
〃
第
十

↓
五
回
兵
庫
県

↓
消
防
操
法
大

さ
会
″
に
神
戸

》
市
代
表
と
し

噸
て
出
場
す

足
る
。
選
手
は

実
際
驚
い
た
の
が
、
そ
の
号
令
だ
っ
た
。

「
気
を
つ
け
／
休
め
ノ
．
」
「
も
っ
と
声
出
せ
／
●
」

「
今
頃
こ
ん
な
号
令
を
か
け
て
い
る
の
は
自
衛

隊
と
こ
こ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
」
と
消
防
団
員
の

一
人
が
笑
う
。
三
月
と
い
っ
て
も
有
馬
の
夜
は

寒
い
。
白
い
息
を
は
き
出
し
な
が
ら
、
準
備
運

動
を
す
る
団
員
た
ち
。

神
戸
市
内
に
四
千
人
い
る
消
防
団
員
。
そ
の

E蕊Ｉ

蕊
壁癖宅

鳶標驚

霧

畷; ､鯉､お日帰りも刺ます。
TEL(078)904-0501㈹
肌X(078)904-3838.

霞
1群舞

“鶴議 懸蕊蕊

一
梢
防
団
員
。
そ
の

う
ち
北
消
防
団

が
千
四
百
人
、

そ
し
て
有
馬
支

乱
団
は
六
十
人
。

榊
普
通
の
消
防
隊

認
員
と
は
違
い
、

毒
彼
ら
は
自
分
の

錘
仕
事
を
持
ち
、

賑
消
防
団
の
制
服

、認
を
着
た
と
き
だ

き
け
公
務
員
に
な

酷
る
が
、
そ
の
活

陸
動
は
ほ
と
ん
ど

蝿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

麺
に
近
い
。

「
め
ざ
せ
優
勝
／
」

ｌ
兵
庫
県
地
区
消
防
操
法

大
会
出
場
に
向
け
て
Ｉ

雅ただようくつろぎの館

中・ﾂ也霊縦
ＴＥＬ(078)904-0781

蕊擬続鮮聴。
冬斎
1 劃陽閤

有島がランＩﾆ ホテル 泥L(078)908-1四

*通りの櫓騒動詩坊
ＴＥＬ(078)904-0551

ＴＥＬ(078)904-0181
TEL(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

くつろぎの宿
静寂さにつつまれた テニスでいい汗

いい湯にとっぷり
味に集う

会議ｾ ﾐ秀から御家族づｵ 1 j燕
隼

陵楓閣
国際眼光旅館 １

９８
１
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日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(891)0031

9９

き
っ
と
良
い
演
技
を
お
見
せ
で
き

ま
す
よ
」
と
言
う
の
は
、
有
馬
支
団
長
と
北
消

防
団
長
を
兼
任
す
る
吉
田
孝
一
さ
ん
。
吉
田
さ

ん
は
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら
三
十
六
年
の

間
、
人
々
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
き
た
。
「
火
事
と

し
い
声
が
飛
ぶ
。

昨
年
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
練

習
は
、
手
足
の
こ
ご
え
る
吹
雪
の

中
で
も
行
わ
れ
て
き
た
。
十
公
云
ま

で
あ
と
二
カ
月
、
神
戸
市
代
表
は

今
ま
で
の
大
会
で
か
な
り
良
い
成

績
を
収
め
て
き
た
が
、
そ
れ
に
続

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

「
今
の
と
こ
ろ
出
来
上
が
り
は
ま

だ
ま
だ
で
す
。
し
か
し
本
番
で
はさ

ん
。
吉
田
さ

三
十
六
年
の

こ
た
。
「
火
事
と

政府遼録国際観光旅館

７k．家風

老
夫
婦
の
息
子
と
は
今
も
親

交
を
深
め
て
い
る
。
「
有
馬
は
旅
館
、
ホ
テ
ル

が
密
集
し
て
い
ま
す
し
、
道
も
狭
い
。
火
災
が

お
こ
る
と
一
番
危
険
な
地
域
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
消
防
団
員
が
少
な
い
。
他
の
団
の
五
人

で
や
る
こ
と
を
一
人
で
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
か
ら
、
ポ
ン
プ
操
法
を
完
壁
に
マ
ス
タ
ー
す

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
。
そ
の
意
味
で
も

大
会
は
意
義
の
あ
る
こ
と
な
の
で
す
」

大
会
に
先
駆
け
て
三
月
二
十
日
、
有
馬
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
発
隊
式
が
行
わ
れ
た
。
大
勢
の

招
待
客
の
前
で
の
初
め
て
の
お
ひ
ろ
め
。
人
が

見
て
い
る
前
で
、
い
か
に
冷
静
に
確
実
に
動
け

る
か
が
、
本
番
で
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

「
ホ
ー
ス
が
伸
び
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日

は
五
十
点
で
す
」
発
隊
式
の
後
、
有
馬
出
張
所

消
防
二
係
主
任
の
雑
谷
さ
ん
か
ら
は
厳
し
い
言

葉
。
し
か
し
神
戸
市
消
防
局
長
の
上
川
さ
ん
は

「
な
か
な
か
良
か
っ
た
で
す
よ
。
本
番
ま
で
に

は
も
っ
と
う
ま
く
な
る
で
し
ょ
う
」
。
全
国
大

会
に
向
け
て
、
目
ざ
す
は
兵
庫
県
大
会
で
の
優

勝
。
「
山
を
見
て
た
ら
緊
張
せ
え
へ
ん
で
丘

と
は
若
い
団
員
の
談
。 葬

式
は
予
告
が
な
い
」
と
い

う
言
葉
ど
お
り
の
緊
張
事
態

◎郡
に
備
え
て
い
つ
も
枕
元
に
無

認
線
を
置
く
。
昭
和
五
十
一
一
年

。
》
の
年
の
暮
れ
、
温
泉
会
館
の

霊
躍
裏
の
家
か
ら
出
火
、
吉
田
さ

現
錆
ん
は
炎
の
中
で
老
夫
婦
を
助

カ
ー

跨
麺
け
出
し
た
。
煙
を
吸
っ
た
た

噸
卸
め
一
一
一
日
間
声
が
出
な
か
っ
た

謹
埜
が
、
特
別
功
労
賞
を
受
賞
。

TEL(078】904-0731

駁地内から瀞ｇでる
日本最古の漣泉･有昂温泉・

阪急ホテルテェーン

伺寓6 三ｮ 2 . - ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
逼泉と演芸と遊技埋

有属' ＶＬズセン？＝
ＴＥＬ(0780904-2291

乎戊６年う月
日本の伝塊･救芥艮造ｳの館として

お日にｵ ､ がウきす

掬欽山
ＴＥＬ（078)904-0701(代）

全面斬纂エ卒の為
乎成6 年帆垂で休無辻しておりきす

う砿z一

自然の恵みを
湯けむりに伝える
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、
実
際
に
子
ど
も
の
福
祉
と
し

て
の
里
親
制
度
と
い
う
も
の

滋
は
日
本
で
は
な
じ
み
が
薄

醇
く
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

林確
い
。
新
聞
な
ど
で
は
時
々
、

頑
東
南
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち

唾
の
学
費
を
援
助
す
る
フ
ォ
ス

くプ
タ
ー
。
ペ
ァ
レ
ン
ト
の
募
集

》
広
告
が
大
き
く
掲
載
さ
れ

キ率
る
。
精
神
里
親
と
か
国
際
里

郡
親
と
呼
ば
れ
る
こ
の
運
動
に

画
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
も
多

家雪
い
。
最
近
で
は
過
疎
対
策
の

一
つ
と
し
て
山
村
留
学
を
す

る
都
会
の
小
学
生
の
〃
里
子
″
を
求
め
る
企
画
も
各
地
で

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
他
に
も
週
末
里
親
、

季
節
里
親
、
一
日
里
親
な
ど
、
い
ろ
ん
な
機
会
に
里
親
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
時
に
は
捨
犬
や
捨
猫
な
ど
を
引
き

と
る
〃
里
親
″
募
集
な
ど
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

児
童
福
祉
法
上
の
里
親
制
度
と
い
う
の
は
「
保
護
者
の
な

い
児
童
、
ま
た
は
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当

と
認
め
ら
れ
る
児
童
の
養
育
を
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と

認
め
る
者
（
里
親
）
に
委
託
す
る
制
度
」
と
な
っ
て
い
る

か
ら
前
記
の
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
里
親
は
児
童
福
祉
法
で

い
う
里
親
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
や
や
わ
か
り
に
く

く
、
な
じ
み
の
う
す
い
こ
の
制
度
を
児
童
福
祉
の
第
一
線

で
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年

２
月
に
「
里
親
制
度
研
修
会
（
主
催
・
家
庭
養
謹
促
進
協

会
・
神
戸
市
里
親
会
）
が
開
か
れ
て
い
る
。
今
年
は
里
親

の
役
割
を
身
近
か
に
具
体
的
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
２

人
の
養
子
を
育
て
た
里
親
の
中
島
喜
子
さ
ん
と
、
季
節
里

親
と
し
て
一
人
の
子
ど
も
の
自
立
を
支
え
て
き
た
薩
川
紀

’
1００
１

年
末
に
〃
さ
と
お
や
″
の
家
へ
引
き
と
ら
れ
て
い
く
子

ど
も
が
「
砂
糖
を
売
っ
て
い
る
お
店
」
へ
行
く
の
か
と
思

っ
た
、
と
い
う
の
は
作
り
話
で
は
な
く
て
、
里
親
と
い
う

音
を
「
砂
糖
屋
」
と
勘
違
い
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
ん

な
笑
い
話
も
あ
る
の
だ
が
、
実
際
に
子
ど
も
の
福
祉
と
し

里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

霧

鍵

蕊蕊
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

神
曽
人
を

福
祉
の
街
(二

＜24 3＞

係者
研究会に参加した
市内の児童福祉間

橋
本
明
く
鑑
歎
蕊
蕊
〉霞

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
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』鱈、

兜
融
０
野

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
迷
い
が
あ
っ
た
が
、
施
設
に
送
っ
て

い
く
前
の
夜
中
に
兄
の
方
が
そ
っ
と
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
次

も
僕
た
ち
を
呼
ん
で
ね
」
と
言
っ
た
言
葉
に
胸
が
熱
く
な

り
、
そ
れ
以
降
も
ず
っ
と
夏
休
み
や
お
正
月
に
は
家
に
迎

え
た
。
高
校
へ
進
学
す
る
時
に
子
ど
も
が
船
乗
り
に
な
り

た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
の
を
知
り
、
商
船
高
専
に
入
学

し
た
の
を
機
に
正
式
に
里
親
と
し
て
登
録
を
し
、
子
ど
も

が
卒
業
し
て
船
会
社
に
就
職
し
、
独
立
す
る
ま
で
の
５
年

余
り
支
え
て
き
た
。
そ
の
子
も
今
は
型
才
に
な
っ
て
母
親

を
引
き
と
り
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。
「
里
親
は
一
時
的

な
情
熱
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
忍
耐
と
努
力
も
必

要
。
こ
の
経
験
は
私
の
た
め
に
も
ど
ん
な
に
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
報
告
。
一
緒
に
生
活
を
す
る
期

間
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
、
１
人
の
子
ど
も
の
育
ち
を
見
守

り
、
支
え
て
い
く
身
近
な
大
人
の
存
在
が
ど
れ
程
子
ど
も

の
人
生
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。
中
島
さ
ん
の
よ
う
に
、
親
が

引
き
と
れ
る
ま
で
の
間
預
か
っ
た
り
、
も
し
親
が
引
き
と

れ
な
け
れ
ば
社
会
に
出
て
自
立
で
き
る
ま
で
、
あ
る
い
は

養
子
と
し
て
育
て
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
薩
川
さ
ん
の
よ
う

に
ま
ず
季
節
里
親
と
し
て
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
み
る
方
法

も
あ
る
。
里
親
制
度
の
活
用
の
仕
方
は
子
ど
も
の
条
件
に

合
わ
せ
て
い
く
つ
も
あ
る
。
自
分
に
は
関
係
が
な
い
、
と

思
い
こ
ま
ず
に
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
そ

う
か
、
と
柔
か
い
頭
と
心
を
も
っ
て
こ
の
制
度
に
関
心
を

も
っ
て
ほ
し
い
。

養
子
縁
組
を
し
、
今
で
は
２
人
と
も
家
庭
を
も
ち
、
１
人

は
４
人
の
子
ど
も
の
母
親
に
な
っ
た
。
も
う
１
人
の
養
女

が
昨
年
結
婚
し
た
時
に
は
生
み
の
父
親
も
結
婚
式
に
招
く

こ
と
が
で
き
た
。
「
血
縁
が
な
く
て
も
そ
れ
以
上
の
親
子

の
つ
な
が
り
が
で
き
、
子
ど
も
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
友

だ
ち
も
で
き
ま
し
た
。
里
親
を
し
て
本
当
に
幸
せ
だ
っ

た
」
と
中
島
さ
ん
は
訓
年
余
り
の
体
験
か
ら
里
親
と
し
て

の
喜
び
を
伝
え
た
。

薩
川
さ
ん
は
受
講
し
て
い
た
婦
人
大
学
の
講
義
で
た
ま

た
ま
季
節
里
親
と
い
う
、
年
末
年
始
や
夏
休
み
に
ポ
ラ
ン

子
さ
ん
か
ら
里
親
と
し
て
の
体
験
を
報
告
し
て
い
た
だ
い

た
。中

島
さ
ん
は
幼
稚
園
の
先
生
を
し
て
い
た
が
実
子
が
蛎

才
に
な
っ
た
時
、
職
を
辞
め
て
時
間
が
で
き
た
の
で
子
ど

も
を
預
か
ろ
う
と
思
い
、
こ
れ
ま
で
短
期
間
、
長
期
間
合

１
１０１
１

蕊騒謹雲

年
末
年
始
や
夏
休
み
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
施
設
の
子
ど

郡
も
を
ご
く
短
期
間
預
か
る
方

調
法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
家

華
族
と
相
談
し
て
小
学
校
６
年

礎
生
と
４
年
生
の
男
の
子
の
兄

の雲
弟
を
お
正
月
に
預
か
っ
て
み

識
た
。
す
る
と
思
っ
て
い
た
よ

り
も
大
変
で
、
こ
れ
か
ら
続

こ
れ
ま
で
短
期
間
、
長
期
間
合

ん
わ
せ
て
８
人
の
子
ど
も
た
ち

さ握
を
引
き
と
っ
て
き
た
。
数
年

壷
間
育
て
て
父
親
の
元
へ
帰
し

鐸
た
子
ど
も
た
ち
も
い
れ
ば
、

莞
社
会
に
出
て
サ
ー
カ
ス
団
へ

ま
入
り
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
で
活

認
躍
し
て
い
る
子
ど
も
も
い

里
る
。
２
人
の
女
の
里
子
と
は
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息

☆
お
気
に
召
す
ま
ま

６
／
肥
（
土
）
ｌ
記
（
日
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

Ｓ
席
６
０
０
０
円
Ａ
席
４
０
０
０
円

ア
ー
デ
ン
の
森
を
舞
台
に
繰

り
広
げ
ら
れ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
恋
の
騒
動
。
歌
あ
り
、
踊

り
あ
り
、
恋
の
さ
や
あ
て
あ
り

の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
喜
劇
の
一

級
品
を
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
俊

英
Ｇ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
が
演
出
、

グ
ロ
ー
ブ
座
カ
ン
パ
ニ
ー
の
上

杉
祥
三
、
巷
谷
友
子
に
加
え
、

特
別
出
演
の
中
村
浩
太
郎
、
円

城
寺
あ
や
等
豪
華
キ
ャ
ス
ト
で

贈
る
。
こ
の
夏
一
番
の
話
題
作

を
お
見
逃
し
な
く
″

４』ﾛ園

亀
演

劇
上杉祥三 越谷友子

父
親
ほ
ど
も
年
の
離
れ
た
男

と
の
最
初
の
結
婚
、
夫
の
ゴ
ー

ス
ト
ラ
イ
タ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
踊
り
子
、
男
装
の

麗
人
、
流
行
作
家
、
息
子
ほ
ど

も
年
の
違
う
男
と
の
２
度
目
の

結
婚
な
ど
、
世
紀
末
の
パ
リ
で

「
青
い
麦
旨
牝
猫
」
な
ど
の
傑

作
を
生
み
だ
し
た
コ
レ
ッ
ト
を

時
代
を
追
っ
て
忠
実
に
描
く
。

平
成
５
年
度
文
化
庁
芸
術
祭

賞
受
賞
な
ど
、
数
点
の
賞
に
輝

い
た
名
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
、

い
よ
い
よ
デ
ラ
マ
シ
テ
イ
に
登

場
す
る
。
出
演
は
旺
な
つ
き
、

瑳
川
哲
朗
、
二
瓶
鮫
一
、
他

☆
コ
レ
ッ
ト
・
コ
ラ
ー
ジ
ュ

４
／
あ
（
月
）
ｌ
刀
（
水
）

シ
ア
タ
ー
・
ド
ラ
マ
シ
テ
ィ

Ａ
席
５
０
０
０
円
Ｂ
席
４
０
０
０
円

フ
ラ
ン
ス
で
最
も
大
衆
に
支

持
さ
れ
愛
さ
れ
た
国
民
的
女
流

作
家
コ
レ
ッ
ト
の
半
生
記
を
も

と
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

雲

篭

☆
室
越
健
美
の
オ
ブ
ジ
ェ

４
／
配
（
金
）
Ｉ
卯
（
土
）

ギ
ャ
ル
リ
ー
オ
プ
ジ
ェ

１
１０２
１

堀江物語絵巻（部分）

ざ
。
．

☆
「
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
」
展

４
／
巧
（
金
）
ｌ
加
（
水
）

神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
神
戸
阪
急

コ
ミ
ッ
ク
ス
史
上
に
残
る
超

大
作
、
大
和
和
紀
の
「
あ
さ
き

ゆ
め
み
し
」
の
完
結
を
記
念
し

て
、
お
年
間
に
描
き
た
め
た
秀

作
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
。
大

和
和
紀
の
華
麗
な
世
界
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

☆
青
山
政
吉
日
本
百
景
展

４
／
鯉
（
金
）
１
５
／
８
（
日
）

神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

一
般
５
０
０
円
大
高
生
３
０
０
円

青
山
政
吉
が
、
年
の
歳
月
を

か
け
て
描
い
た
全
国
伽
ケ
所
の

景
勝
地
の
水
彩
画
を
、
完
成
を

記
念
し
一
堂
に
展
示
す
る
。 源氏物語ゆかりの地、神戸で開催

される莱滞な絵の世界…

口
主
な
作
品

「
富
良
野
」
「
最
上
川
」
「
松
島
」

「
奥
日
光
」
「
富
士
の
裾
野
」

■
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
加
組
仙
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
「
日
本
百
景
展
」
と
番
い
て

モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
係
ま
で
。

☆
春
を
飾
る
絵
巻
と
扉
風
展

開
催
中
（
５
／
配
ま
で
）

香
雪
美
術
館
大
人
５
０
０
円

日
本
の
文
学
と
直
結
し
、
小

説
や
説
話
を
伝
達
し
顕
彰
す
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
絵
巻

と
、
平
安
朝
に
寝
殿
造
り
の
間

仕
切
り
と
し
て
用
い
ら
れ
、
後

に
山
水
画
が
描
か
れ
、
そ
の
芸

術
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
扉
風
。
こ
れ
ら
の

絵
巻
や
扉
風
の
優
作
が
展
示
さ

れ
る
。
春
暖
の
ひ
と
と
き
、
日

本
の
美
に
ふ
れ
て
み
て
下
さ

い
０
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ス
ポ
ー
ツ

「
花
の
か
た
ち
」
シ
リ
ー
ズ
を

制
作
し
、
現
代
的
な
中
に
も
、

日
本
の
伝
統
美
を
感
じ
さ
せ
る

と
し
て
評
価
の
高
い
室
越
健
美

の
作
品
展
。
タ
ブ
ロ
ー
の
発
表

を
続
け
る
か
た
わ
ら
、
数
年
前

よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
立
体
作

品
を
中
心
に
展
示
す
る
。

々
を
迎
え
て
の
エ
ン
サ
ー
ト
。

第
１
部
は
「
の
耐
回
国
勺
閏

の
葛
甘
四
回
一
」
と
題
し
て
テ
ナ

ー
サ
ッ
ク
ス
を
、
第
２
部
は
リ

ク
エ
ス
ト
の
多
い
曲
を
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
紹
介
す
る
リ

ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し

め
る
。
青
春
時
代
の
懐
し
い

曲
、
良
き
時
代
の
心
に
残
る
名

曲
に
ひ
た
っ
て
下
さ
い
。

!…ふ息…←塾…懲鎌翁鑑；☆
人
間
の
条
件
展

４
／
９
（
土
）
１
５
／
羽
（
日
）

芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

大
人
８
０
０
円
大
高
生
６
０
０
円

加
世
紀
末
が
抱
え
る
様
々
な

問
題
ｌ
宗
教
的
・
民
族
的
な
対

立
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の

格
差
、
情
報
管
理
社
会
や
制
度

の
矛
盾
、
環
境
問
題
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
、
エ
イ
ズ
問
題
等
Ｉ

を
象
徴
的
に
映
し
出
す
、
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
た
作
品
を
蕊

★
兵
庫
県
民
小
劇
場

５
／
皿

く
す
の
き
ス
テ
ー
ジ
波
の
会
推
煎

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
会

５
／
即

ア
ン
サ
ン
プ
ル
フ
ィ
ル
ム
ジ
カ

コ
ン
サ
ー
ト
（
マ
ン
ド
リ
ン
）

★
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル

６
／
４
．
５

ピ
ゼ
ー
作
曲
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
と

６
／
醍
・
記

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」

☆
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

６
／
４

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ａ
／
ｕ

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
交
響
楽
団

．
．
※

ま
｢花のかたち」エド＆ナンシー・キーンホルツ

通
し
て
、
人
間
性
の
本
質
を
見

つ
め
、
未
来
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

探
る
。
国
内
外
か
ら
加
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
出
品
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
現
代
を
表
現
す
る
。

園
・
※

☆
８
地
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
・
ジ
ャ

ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト

司
会
に
川
村
龍
一
、
演
奏
に

大
塚
善
章
、
十
川
尚
子
、
北
野

タ
ダ
オ
と
ア
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
ゲ
ス
ト
に
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
の
松
本
英
彦
、
桂
雀

天
使
に
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
２

５
月
中
旬

ミ
セ
ス
・
ダ
ウ
ト
上
映
中

ク
レ
ヨ
ン
・
し
ん
ち
ゃ
ん
４
／
銅
Ｉ

☆
近
代
美
術
館

ア
ー
ト
・
ナ
ウ
畑
Ｉ
啓
示
と
持
続
Ｉ

５
／
型
１
６
／
妬

★
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

坂
口
登
展
４
／
銅
１
躯

第
５
回
ア
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

４
／
”
１
５
／
８

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

こ
う
ぺ
版
画
シ
テ
ィ
「
梓
の
会
」
展

４
／
犯
１
５
／
３

☆
兵
庫
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

示
現
会
巡
回
兵
庫
展
５
／
１
１
５

平
田
時
雄
・
恵
美
子
二
人
展

５
／
２
１
５

☆
尼
崎
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

第
諏
回
安
井
賞
展

４
／
”
１
５
／
”

★
伊
丹
市
立
美
術
館

大
泉
米
吉
展
４
／
９
１
５
／
躯

★
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

４
／
ｍ
・
加
・
虹

オ
リ
ッ
ク
ス
妬
ロ
ッ
テ

５
／
３
．
４
．
５

オ
リ
ッ
ク
ス
妬
近
鉄

５
／
６
．
７
．
８

オ
リ
ッ
ク
ス
嘘
日
本
ハ
ム

５
／
釦
・
型
・

オ
リ
ッ
ク
ス
脂
ダ
イ
エ
ー

☆
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
ー

ペ
リ
カ
ン
文
書
（
米
）
４
月
下
旬

★
乱
ｂ
シ
ネ
マ
２

さ
ら
ば
、
わ
が
愛
（
香
港
）
上
映
中

さ
く
ら
（
日
本
）
５
／
型
１
６
／
、

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク

樋賃
映

画

青山圭秀氏

唾
。
“

癖 旬剥奪電曙

☆
夢
維
り
び
と
染
織
展

４
／
５
１
理
（
ｎ
は
休
館
）

布
引
ハ
ー
プ
園
森
の
ホ
ー
ル
２
Ｆ

釦
名
の
夢
織
り
び
と
達
が
織
り
上

げ
た
叩
点
余
の
染
・
職
の
作
品
展
。

☆
夢
織
り
び
と
ア
ト
リ
エ
セ
ー
ル

５
／
９
１
皿

夢
織
り
び
と
工
房
（
芦
屋
市
緑
町

１
１
８
１
川
）
官
０
７
９
７
１
錐
Ｉ

７
２
４
３

蕊１
１０３
１

☆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
新
文
明
を
ひ
ら
く

「
理
性
の
ゆ
ら
ぎ
」
青
山
圭
秀

５
／
調
（
日
）
哩
時
釦
分
せ
い
で
ん
ラ

ピ
ン
グ
ホ
ー
ル
５
０
０
０
門

人
の
一
生
は
迩
命
に
よ
っ
て
決
ま
っ

て
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
。
砿
実
に
存

在
す
る
神
秘
的
な
現
象
を
正
面
か
ら
扱

う
深
い
科
学
に
つ
い
て
、
物
質
と
糟
神

そ
し
て
理
性
と
科
学
の
関
係
に
つ
い
て

を
、
日
本
の
頭
脳
を
代
表
す
る
若
き
理

学
・
医
学
博
士
睡
青
山
圭
秀
氏
が
語
る
。

◇
現
代
の
神
人
と
調
わ
れ
る
サ
テ
ィ
ア

・
サ
イ
バ
パ
と
の
劇
的
な
避
造

◇
イ
ン
ド
占
星
術
の
雛
く
べ
き
的
中
率

◇
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ

◇
化
学
と
理
性
の
さ
ら
な
る
内
側

定
員
酬
名
申
込
は
５
／
蝿
ま
で
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ワ
シ
ン
研
究
所
へ
。

溝
（
０
７
８
）
８
１
１
１
２
８
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
８
）
８
１
１
１
３
２
９
８

◆
主
催
ワ
シ
ン
研
究
所
・
山
本
ヨ
ガ

研
究
所
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